
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

第 ５６ 号 

令和５年３月１１日発行 

佐賀県立唐津特別支援学校 

 副校長あいさつ 
小学部１１名、中学部９名、高等部２１名、合わせて４１名の卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございま

す。 

みなさんがそれぞれにがんばってきたことや、体験してきたことをとおして、とても成長している姿を見るこ

とができて本当にうれしく思います。これからは、それぞれ次の場所に進んでいくことになります。新しい環境

の中で、新しい仲間たちと新しい生活が始まります。きっと、みなさんはわくわくしながら待ち望んでいること

でしょう。中には不安な部分もあるかもしれません。でも、大丈夫です。みなさんのそばには必ずみなさんのこ

とを理解し、支えてくれる人、寄り添ってくれる人がいます。今までみなさんが積みかさねてきた毎日を思い出

して下さい。きっと自信がわいてきます。どんなことにも自分のできることを一生懸命にやれば、必ず満足でき

る結果がついてきます。 

保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。これまでの日々を振り返り、お子様の成長された姿を

ご覧になって万感の思いがあられると思います。お子様方はそれぞれ次のステージに進んで行かれますが、これ

まで同様に支えていただき、充実した毎日を送ることができるようご支援をお願いいたします。 

唐津特別支援学校に赴任して１年、新型コロナウイルスの感染状況を鑑みながらの学校活動でしたが、子ども

たちは様々な活動をとおして楽しく、充実した日々を送ることができました。児童生徒のみなさんの明るい笑顔、

一生懸命に取り組む姿、本校の先生方の寄りそう姿を見て、本校の良さを実感することができました。これもひ

とえに保護者の皆様のご理解とご協力の賜です。改めてお礼を申し上げます。これからも、唐津特別支援学校が、

地域とともに、子どもたちとともに前進していくことを祈念しております。１年間ありがとうございました。 

 

（坂本 明弘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

好学舎分校より 

今年度当初、小学部４学級１０名 中学部３学級１０

名の計２０名と分校開校後初めて２０名の児童生徒で

スタートしましたが、これまでに転入が４名、転出が３

名あり、現在は、２１名が好学舎分校で学んでいます。 

分校には小学部６年生５名、中学部３年生１名の卒業

学年の児童生徒が在籍していますが、分校からの卒業は

なく、地元の小中学校を卒業する形となり、それぞれの

学校から卒業証書をいただきます。 

卒業式への参加はそれぞれの形で行われますが、卒業

される皆さんの姿は輝いています。卒業おめでとうござ

います。 

今後も、自分をコントロールし、他人を思いやる力、

意欲的に学ぼうとする力、円滑な対人関係をつくる力な

ど、これまで分校で学んだことを生かして、次の場所で

自分のよさを発揮されることを期待します。 

               (教頭 竹田敬道) 

 

次年度 1 学期の主な行事予定（予定が変更になることもあります。） 

○４月 ６日（木）新任式・始業式   ○４月１０日（月）入学式 

○５月１３日（土）体育祭       ○５月２９日（月）～６月３日（土）保護者参観期間 

○６月２１日（水）からとく夢いちば（中学部、高等部) 

○７月２０日（木）１学期終業式 

コロナ禍の学校行事② 

 昨年１０月に開催した本校最大の 

学校行事である「まつら祭」では、 

「かがやく海、かがやく笑顔、まつら 

祭」のスローガンのもと、感染対策 

をとりながら３年ぶりに地域の方等 

にも参観していただきました。多く 

の来場者を迎え開催することができ、 

本校児童生徒や参観していただいた 

方の笑顔をたくさん見ることができ、 

活気溢れる一日となりました。 

まだ新型コロナウィルス感染症の終 

息も見えない日が続きますが、これ 

からも、これまでの経験を生かし、 

“子どもたちの笑顔輝く学校行事” 

を目指していきたいと思います。 

（企画・広報部 立部誠也） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 

「からとく夢いちば in からつんまち」 
１月１６日（月）からの５週間、クラフト班、ソ

ーイング班、レザークラフト班に分かれ、作業目標

の「安全に 良い製品を たくさん作ろう」のもと、

各班製品作りに励みました。１年生は１、２学期の

経験を生かして製品を作り、２年生はより多くより

丁寧に作ることを目指し、３年生は中学部最後の作

業学習で各班の先輩として後輩た 

ちに良い姿を見せながら立派な製 

品を作り上げました。 

そして２月１８日（土）は、中高合同の「からと

く夢いちば in からつんまち」を校外と校内に分か

れ開催することができました。３年ぶりに校外での

販売活動を行うことができ、自分たちが心をこめた

製品をお客様にお買い上げいただき、とても嬉しそ

うでした。ご来場いただき本当に 

ありがとうございました。製品製 

作や販売活動を通して働くことの 

意義を学習できたと思います。 

 

小学部 

知的１・２・５年合同遊び 

「りゅうぐうじょうであそぼう！」 

 海の竜宮城をテーマに１月２３日（月）～

２月１０日（金）の３週間、遊びました。 

海で統一された遊び場には、滑り台とボー

ルプール「なみのりザブーン」、トランポリ

ン「ポヨヨンクラゲ」、ブランコ「すいすい

かめさん」の遊具があり、どの遊具も子ども

達は大好きで友達や教師と関わりながら思

う存分遊びました。浦島太郎をイメージして

カメと一緒に滑る子、ボートに乗って波のり

を楽しむ子、それぞれ好きな遊び方で楽しむ

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

寄宿舎              

「 豆 ま き 」 

 2 月 1 日（水）に、豆まきをおこないました。 

由来説明のアナウンス後に職員と高等部 3 年

生が扮する鬼が寄宿舎内に登場。怖がる舎生も

いましたが、「鬼は外！福は内！」と元気に豆

をまいていきました。毎年恒例の行事ですが、

最後は福の神がお菓子を配り、アットホームな

雰囲気で終了しました。今年も子どもたちにそ

れぞれの福が来ますように。 

 

 

高等部 
「からとく夢いちば inからつんまち」 

 ２月１８日（土）にイオン唐津店と本校で作業製品販

売会「からとく夢いちば」を開催しました。今年度最後

の販売会に向けて、作業製品の製作や野菜の収穫・調整、

袋詰めなど様々な活動に取り組み、販売会当日を迎える

ことができました。イオン唐津店での販売会は久しぶり

となり、生徒も教師も少し緊張気味での販売会でした。

校内、校外ともに多くのお客様に来ていただき、製品を

品定め、ご購入いただいたことで、生徒は時間いっぱい

販売活動に取り組むことができました。作業学習の集大

成として精一杯働く姿を見せてくれたことを嬉しく思

いました。 

 

 

支援部    
支援部では、教育相談窓口、福祉サービス事業所との連絡、地域学校等への巡回相談などを 

行っています。 

  ◎スクールカウンセラーと話してみたい 

◎新しい福祉サービス事業所を見学したい 

◎特別支援教育について相談したい 

 などありましたら、支援部などにご相談ください。 

  

まずはお電話ください。 
唐津特別支援学校 
TEL 0955－78－2394 
特別支援教育コーディネーター 

   

  

 

 

 


